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村上恭通教授らの10数年にわたるプロジェクトが明らかにした人口鉄のユーラシア大陸東遷の道。 

毎年開かれるその成果報告シンポを聴講させていただいたな鉄の歴史・たたらの源流ならびに各地で 

繰り広げ社会変革の数々等の貴重な聴講記録をまとめて手元に残しておきたくて、私蔵版の聴講記録 

集成「「たたらの源流 鉄の起源 & ユーラシア大陸東遷の道」探究Eurasia Iron Road  2020.4.1.」 

にまとめることかできました。 

また、2020年コロナ禍の中の一年。製鉄遺跡探訪はままならずでしたが、和鉄の道のテーマの一つ 

日本の心の故郷「他人を思う心」がコロナ禍乗り切りの共感・新しい時代の原動力として、取り出さ 

れ始めたことも大きなトピックスと。 
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       2020年 和鉄の道を振り返って             

      2020年 和鉄の道 Iron Roadトピックス 2021.1.5. Mutsu Nakanishi 

           2020年和鉄の道  掲載記事 9件 

1. 「鉄の起源・鉄の伝播探求≪ ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道Metal Road >」 

私のライフワーク ≪和鉄の道・たたら探訪≫ 「鉄」をキーワードにCountry Walk  

その中心 Itemの一つが鉄の起源と日本のたたら製鉄の源流 鉄の日本への伝播経路の解明 

「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東遷の道」探求 2009～2019 

愛媛大学東アジア古代文化研究センターが村上恭通センタ-長を中心として、2007年以来10数年推進してきたユー

ラシア大陸諸国との共同連携プロジェクト。毎年その成果報告会が国際シンポジュウムとして開催されると知って、毎

年聴講させていただき、報告される新しい成果に胸わくわくで聴講記録を取らせていただきました。 

この毎年の聴講記録を一冊に集成し、系統的に読み出せる記録として、私蔵版の電子Book化させていただきました。 

「鉄の起源・鉄の伝播探求≪ ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道Metal Road >」 

  人口鉄の起源聴講記録       2007～2019 7件 ＋ 関連和鉄の道掲載記事2件の合計9件 

  ユーラシア大陸の東西を結ぶ 

金属器&鉄文化東遷の道聴講記録   

 

長年にわたる関係各国共同の現地発掘調査等に基ずく遺構・遺物の積み重ねによる数々の多くの発見と知見 

すでに、その都度和鉄の道・Iron Roadに掲載してきましたが、聴講記録を一冊にまとめることができ、 

すべての成果を系統的に読み出せるようにできました。うれしい一区切りに。 

村上先生ほか聴講記録を取らせていただきましたプロジェクトメンバーの皆様には本当に感謝です。 

また、本年4月NHKBS「 アイアンロード～知られざる文明の道～」(前・後編)として、本プロジェクトの成果を 

中心とした番組が美しい映像放映されました。併せて、私にとってはうれしい私蔵記録となりました。 

また、ユーラシア大陸鉄文化東遷の道となったステップ地帯の草原の道の個々で新しい鉄のイノベーションを生み出 

し、新しい鉄文化をその地に根付かせつつ伝播していったことも特筆される。 

特にモンゴルと前漢との激突の中で、それぞれが鉄の大量生産と強靭化両立の新しいイノベーション。 

それが新しい社会を切り開き、現在の製鉄のベースにあることも特筆すべき発見。そして、日本に伝来した鉄も同じ 

く、「人とモノが行き交う交易ネットワーク」を作りだし、弥生の新時代を生み出した。 

2007～2019 13件 ＋ 関連和鉄の道掲載記事4件の合計17件 
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2.「弥生時代は500年さかのぼれる」ことがもたらした衝撃の新弥生時代の時代感 

  弥生時代水田稲作の始まりはBC9世紀 北部九州で鉄器のない水田稲作からBC4世紀鉄器による水田稲作へ 

   <新>弥生時代時代感の変更 弥生時代は｢イネと鉄｣ の文化から｢イネと石｣の文化への転換 

 

コロナ禍の中で、人類が幾多の困難を克服し、乗越えてきた原動力は「他人を思う心・ヒューマン」 

そして、「日本人の心の故郷 縄文 心優しき縄文人」「鉄とともに水田稲作の弥生時代・弥生時代は戦の時代」 

とのフレーズ。でも「大阪湾沿岸では弥生人縄 

文人が共生して水田稲作を広げていった」との 

和鉄の道の記事も掲載しました。そして「弥生 

時代は少なくとも500年遡れる」ことが発表 

されてもう10数年。新しい時代感が言われる 

一方、「弥生は鉄と水田稲作そして戦の時代」の 

弥生の時代感が根強く残っている。 

コロナ禍の中 心優しき縄文人 日本の縄文を 

世界遺産に!! と言ってきたこともあって「弥生 

の戦」がずっと引っかかて来た。 

「日本の心の故郷 心優しき縄文」から「日本 

の心の故郷 心優しき日本人」と言いたい。 

弥生遺跡の話が出るといつも「縄文と弥生の共生」が気になった。 

2020年西神戸の弥生の大集落田中遺跡から縄文の顔をした弥生の土偶が出土。また、弥生人と縄文人が共生して 

いたと知られる口酒井遺跡ほか猪名川河口の弥生の集落遺跡群の人骨・墓からみた縄文・弥生人の共生を調べた展 

示が田能遺跡で開催。 

引っかかっていた新弥生時代の時代感 もう一度しっかり確認して古い弥生の時代感を払拭したいと。そんな思いを込め 

藤尾慎一郎氏著 「<新>弥生時代 -500年早かった水田稲作-」を教科書に新弥生時代の年代と時代感の整理。 

併せて、縄文の顔をした弥生の土偶が出土した弥生の大集落田中遺跡と弥生人と縄文人が共生していたと知られる 

口酒井遺跡ほか猪名川河口の弥生の集落遺跡群walkの記事掲載。 

縄文人も弥生人もみんな心優しき日本人 日本の心の故郷だと。 

またこのコロナ禍の中で お互い共生の中で8000年もの長い永続社会を作った日本の縄文のユネスコ世界遺産 

登録になることを願っています。  

 



2020年 和鉄の道・Iron Road  掲載リスト   

2020 年 和鉄の道 Iron Road【20】の口 絵                 20iron00.pdf 

 

◎ 2020年 和鉄の道・Iron Road を振り返って   2020bookallironroadtopics.pdf 

◎ 和鉄の道・Iron Road 2020   掲載記事トピックス    bookiron2020outline.pdf 

 



2020和鉄の道・Iron Road :掲載記事 スライド動画 インタ-ネットリンク表 

   

           

 

 

掲載記事のスライド動画のインターネットリンク集です 

 

 1. 縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した弥生の大集落遺跡                

 神戸市西区玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる   2020.2.1.  

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2002tamatsutanaka.mp4 

 2. Eurasia Iron Road  Outlineスライド動画                                       

「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東遷の道」探求 2009～2019  

        1. ベールを脱いだユーラシア大陸中央の草原を東西を結ぶ古代の鉄 東遷の道 

            ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road Review2015 記録 2016. 1 .7.より 

           愛媛大古代鉄研究所「鉄の起源・伝播ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」概要記録 

               https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.mp4 

2. 人工鉄のユーラシア大陸東遷の道の発見 2013. 

「シルクロード以前にユーラシア大陸の中央の草原地帯を東西に結ぶ鉄の道」 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/13iron13.mp4 

   3.  視聴記録&画像NHK アイアンロード～知られざる文明の道～  

後編「激闘の東アジア そして鉄は日本へ」 私蔵版 視聴記録 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2007NHKEurasiaironroad00.htm 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2007NHKEurasiaironroad.mp4 

   4. 鉄の花 中国・漢の炒鋼炉復元操業再録 2020.7.20. 

  https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0207syokouro.mp4 

5. 弥生時代の鉄と稲作 & 弥生時代の時代感 整理メモ 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0209newyayoi.mp4 

6. 天空に浮かぶ竹田城再訪 但馬実りの秋の田園風景 2020.9.4.  

   天空に浮かぶ竹田城 & 但馬の王墓 茶すり山古墳 

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0209asagotakeda.mp4 

7. コロナ禍の中で 「他人を思いやる心」 

     日本人のふるさと 縄文  縄文の心を映すストーンサークルを訪ねる 

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonnewS.mp4 

     

8.. コロナ禍の中で 久しぶりに猪名川・藻川walk  2020.11.15.  

     https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211tanowalk.mp4 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2002tamatsutanaka.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron01.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/13iron13.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2007NHKEurasiaironroad00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2007NHKEurasiaironroad.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0207syokouro.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0209newyayoi.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0209asagotakeda.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonnewS.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/R0211tanowalk.mp4


2020年 和鉄の道・Iron Road  個別記事 掲載リスト 20iron01-20iron09  

            https://www.infokkkna.com/ironroad/iron20list.htm  
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2020年 和鉄の道・Iron Road 口絵 

 

 

口絵-1 「弥生時代は500年さかのぼれる」ことがもたらした衝撃の新弥生時代の時代感 

   弥生時代水田稲作の始まりはBC9世紀 北部九州で鉄器のない水田稲作からBC4世紀鉄器による水田稲作へ 

   .<新>弥生時代時代感の変更 弥生時代は｢イネと鉄｣ の文化から｢イネと石｣の文化への転換 
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口絵-2 大阪湾沿岸の縄文人と弥生人が共生していた弥生の大集落 

「縄文は平和 弥生は戦さ」の時代認識は過去のもの 心優しき日本人の気質は今にまで受け継がれている 

    

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水田稲作の始まり 縄文人と弥生人が共生していた大阪湾猪名川河口弥生の集落群 口酒井・田能・勝部遺跡ほか 

弥生の村から縄文顔の土偶出土 神戸市西区 玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる 

弥生時代の水田稲作は縄文人と弥生人が共生して広がっていった。弥生時代の研究が進み、弥生の時代感が大きく 

変更された現代では、縄文人と弥生人の共生が広く取り上げられるようになった。 

また、日本人は遺伝子的にも縄文・弥生人両方の遺伝子を有していることが明らかになっている。 

 

口絵-3 「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東遷の道 アイアンロード」の発見 

「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東遷の道」探求 2009～2019より  

たたら製鉄の源流 日本に製鉄技術を伝えたユーラシア大陸草原の道 

 

    ◎ たたら製鉄の源流 塊錬鉄法の製鉄技術がユーラシア大陸の草原ステップ地帯を東遷して、中国・日本にまで 

伝播する様子が製鉄遺跡の遺構・遺物で草原の道として明らかになった。 

砂漠地帯のオアシスをつなぐシルクロードも考えられるが、人・物・製鉄炉・操業が連続的につながらねば 

技術伝播がつながらぬことを考えるとむつかしく、通商路と伝播路の違いがあると考えられる。 

   ◎ これらの調査の中でユーラシア大陸中央草原の支配者 遊牧の民 匈奴の功績は大きく、略奪国家と見られた 

モンゴル帝国は製鉄技術を有し、大量の強靭な鋼製武器を有する鉄の大帝国。 

遊牧の民モンゴルが中国「前漢」と対峙する大帝国との姿も明らかになった。 

 



 口絵-4 匈奴と対峙した漢の鉄のイノベーション 

 大量の脆い鋳銑鉄を強靭な鋼にする炒鋼炉・炒鋼法の発明 

     現代の製銑‣製鋼の関節製鉄法の源流  

  

        

一番知りたかった炒鋼炉とその復元操業の実態 銑鉄中の炭素が燃えて火花が降り注ぐ感動しました  

 

 



口絵-5 NHK アイアンロード～知られざる文明の道～後編「激闘の東アジア そして鉄は日本へ」映像資料より  

   

  

 

               



NHK特集「アイアンロード」について           2020.1.15. 

                            Mutsu Nakanishi 

1月12日夜9時から放送された「アイアンロード 古代鉄の道」について、感想とともに 

「もう一つ製鉄法や製鉄技術についてはよくわからなかった」とのメールを何通かいただきました。 

毎年 和鉄の道・Iron Roadで紹介してきた愛媛大古代鉄研究所 村上恭通教授らのユーラシア大陸

各国研究連携ロジェクト「鉄の起源・伝播 -ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road- 」

の研究成果に基づく特集。 嬉しい番組でした。 

でも 私も番組見ていて 「アイアンロードをたどって東遷した製鉄法の流れ」が解説されていないな

ぁ・・・・と。 

もっとも これをきっちり説明するとなると「アイアンロードを文明伝播の道」として捉えるNHK特

集の本質が消えてしまう。一般人並びに研究者・考古学者そして 鉄のエンジニアでさえ、理解してい

るようで理解されていないのが製鉄法・製鉄技術である。 

今回は深く製鉄技術伝播に関連する製鉄炉など操業遺構や出土鉄遺物の解析に踏み込まれていなかた

ので、技術屋はみんなそんな感じを持つのだろう。 

製鉄所では 鉄の製造部門として 製銑・製鋼部門としてきっちり区別されている技術体系が開設され

ていないなぁと。 

文明・文化伝播を物の交流の視点で捉えるのと技術の視点で捉えるのとでは大違い。技術の伝播は物と

人との両方が同時に動いていることで論じねばならない。 技術の移転には実際の操業を通して「みた

り きいたり ためしたり」が不可欠。模倣はできても移転できない。製鉄技術などその最たるもの。 

技術の稚拙で人やものの動きを研究する世界もある。聞きかじりではどうにもならぬ世界です。 

感じた中から、わたしの知識にあること補足しました。 

1.「鉄」には鉄の中に含まれる炭素量に応じて全く異なる性質を持つ3つの「鉄」がある 

鉄鋼・製鉄を学んだ人は 

「製鉄法なんて 昔も今も大きな反応塔（高炉や製鉄炉）の中に鉄鉱石と炭を交互に幾重にも重ね、 

下から大量の空気を吹き込んで高温にすれば 勝手に反応して、底に「鉄」ができるんや 簡単や」 

などとすぐいう。でも、嘘ではないのですが、これが曲者。 

一概に「鉄」といっても 鉄には鉄中に含まれる炭素含有量に応じて、性質が大きく異る 

3種の「鉄」に区分される。この3種では使い方が全く異なり、相互流用ができないのである。 

◎ 炭素を含まぬ純鉄 

◎ 約2%以下の炭素を含む強靭な鋼 そして 

◎ 2%以上の炭素を含み脆いが比較的低い温度で溶けて鉄鋳物を作るのに適している鋳銑鉄 

前記のごとく「鉄なんて 簡単に作れる」というが・・・・いったい高炉・製鉄炉の中でどんな「鉄」

を作るというのだろうか・・・・いつも同じものが安定して作れるのか・・・・  

また、高温にすれば・・・というが いったいどれほどの温度がいるのか・・ 

それも簡単に作れるのか  そして 積み重ねた炭の役割は・・・   

ただ温度さえ高温にしても 鉄鉱石から鉄ができるはずがない。 

そして、人工鉄の始まりから人が追い求めてきた「鉄」は 強靭な「鋼」である。 

2. 製鉄法・製鉄技術 すなわち鉄鉱石から「鉄」を取り出す技術  

製鉄原料である鉄鉱石や砂鉄とは鉱物の中に酸化した状態で鉄分が含まれている。 

高炉や製鉄炉の中での反応とは 

人工鉄を取り出すにはまず、鉄分を含む鉱物部と岩石を分離させ、さらに鉄鉱石の中にある酸化してい

る鉄分から酸素を取り除いて（いわゆる還元）して、「鉄」のみにして、「鉄」を取り出す。 

筒型の高炉・製鉄炉に鉄鉱石や副原料の炭を補給しつつ、空気を送り込みつつ、燃料の炭を燃やし、 

長時間に渡り内部の温度・ガス分布を維持して、鉄鉱石に含まれる鉄分を還元して鉄を作る 
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すなわち、高炉・製鉄炉の中で 鉱石の中で複雑に絡み合っている岩石部を溶融排除しつつ、酸化して

いる鉄部分を還元して、「鉄」だけを集積させて取り出すのが、高炉・製鉄炉の役割。 

3.高炉や製鉄炉の中で 岩石部の分離（スラグ分離）と鉄部の還元反応が同時進行する操業 

 

◎ 岩石部を分離 

鉱石を分離するのは鉄の溶融温度と岩石の溶融温度の差を使って、温度を上げて、岩石部を溶融さ 

せ、スラグとして炉外へ排出し、溶けていない「鉄」を残す。 

鉄鉱石全体を溶かせる高温にするとスラグと溶融している鉄との2層に分離する。 

（ただし 酸化した鉄分が鉄に還元されていない部分はそれも先に溶融していて スラグの中にはいる） 

 

◎ 高炉や製鉄炉の中での鉄部の還元反応を担う炭の役割 

高炉や製鉄炉の中の空間で炭が燃えるとともに蒸し焼き状態になると高温の炉内で 

大量の炭酸ガスと一酸化炭素ガスが発生し、その炭酸ガスが鉱石表面の酸化鉄から酸素を奪い取り、 

順次酸化鉄を還元して鉄にしてゆく。 

この酸化・還元反応の反応性は炉内の温度と炭酸ガス/一酸化炭素ガスの分圧によって大きく異なる。 

一方 還元されフレッシュとなった鉄の周りには大量の炭素もあり、それが順次鉄の中に入る。（浸炭） 

従って、高炉や製鉄炉の温度分布や温度が安定に制御され、長時間維持されないと鉄を取り出すことが 

できない。また高温になればなるほど鉄の中へ入り込む炭素量も多くなる。 

反応速度論から言えば温度を高くすればするほど反応速度はあがるのですが、 

スラグの発生は多く、反応の制御が難しい。また、温度に応じてできる鉄の質も大きく変化する。 

高炉も製鉄炉も 簡単に言えば、内部に安定して高温に保持する部分（反応帯）を形成するとともに、 

炭を安定して蒸し焼きにして、炉内雰囲気を還元雰囲気に安定に保つ。 

簡単な筒型構造ですが、上記の温度・雰囲気・反応帯の維持は実に難しい。観る 聞く 試すで大違い。  

一口に言えば、現代の高炉も初めて人工鉄を作り出したヒツタイトの製鉄炉も 日本のたたら炉もすべ

てこの同じ戦いであり、製鉄炉の進歩が人工鉄を安定して作り、かつ鉄の生産量増加をもたらした。 

 

 1. 塊錬鉄法 直接製鉄法 

 1100℃カラ1200℃程度の比較的低温で安定した温度を維持すると、鉄鉱石の岩石部が溶融除去さ

れ、個体還元された海綿鉄状の小さな鉄の塊が炉の底部に形成されるので、これを取り出し、鍛錬し

て、不純物を叩きだし、小さな鋼塊が作られる。 

 温度が比較的低いため、浸炭はさほど進まず、作られた鉄塊は軟鉄や強靭な鋼が作り出せる。 

 また、ワンプロセスで直接強靭な鋼を作り出せることから、直接製鉄法と言われる。 

 

 2. 高温溶融法 間接製鉄法 

 高温で操業し、還元された鉄は浸炭して、融点の低い炭素量の多い銑鉄となって溶融し、炉底に貯ま

る。（スラグも銑鉄も溶融するが、混じり合わず、二層になって上部にスラグ 下部に銑鉄）  

出銑口を開けて、炉底に溜まった溶融銑鉄を炉から取り出し、銑鉄素材として固めたり、高炉では溶

融銑鉄をそのまま、次の脱炭工程（製鋼）に持ってゆく。 

 その後、再溶融や再加熱脱炭の二次処理をして、炭素を減じ、強靭な鋼や軟鉄などにする。  

このように、高温溶融法では 二次処理が必要なため、間接製鉄法と呼ばれる。 

後年 中国などで送風技術の進歩により、高温安定保持が可能となり、大規模製鉄炉による大量生産

が始まり、そのご製鉄技術の主力は塊錬鉄法からこの溶融法の製鉄技術に変わってゆく。 

現代の高炉操業も基本はこの流れの中にある。 

一方 たたら製鉄は塊錬鉄法で誕生して改良が重ねられ、江戸期には高温溶融法との両面を併せ持つ

が、玉鋼など鋼を産する製鉄炉はたたら製鉄誕生以来 連綿と現代まで、塊錬鉄法で操業されている。 



◎ 製鉄炉・高炉の風量制御が左右する製鉄操業  

フイゴの発明と進化が大量生産を可能にし、大きく時代を変えてゆく。 

高炉・製鉄炉を安定して高温を得る方法は燃料の質 火力と風量である。火力を上げるのに炭から石が

使われるのはずっと後で、特に日本では洋式高炉の時代になってからである。 

また、大型炉で 安定した高温度域を広げようとすれば、それだけ風量を大きく風の供給量をあげねば 

ならぬ。従ってフイゴが発明されるまでの自然送風の時代には 厳しい風が吹く時期に しかも谷や尾

根筋を吹きぬける風を利用することが重要で、また、大量の炭の原料 薪の確保もあって、おのずか

ら、山際や山の尾根・谷筋での操業が立地となっていた。 

フイゴの発明と大量送風システムが確立されると大型炉が作られ、生産量が一変する。 

一方 鉄鉱石資源の少ない日本では鉄原料として微細粒の砂鉄に頼らねばならず、 

大量の風量・風速増加は砂鉄原料を巻き上げてしまうことになり、安定操業が行えなかった。 

日本で長方形状の箱型炉によるたたら製鉄が後世までずっと維持された所以がここにある。 

製鉄の副原料 炭の使用量は周辺の山を丸裸にするすごい量を必要とする。炭が得られなくなると場所

を移らねばならないのである。 

製鉄原料の鉄鉱石とともに強い風が吹く立地 そして炭が豊富に得られる立地が製鉄操業立地に不可

欠だった。 西アジアで生まれた人工鉄がユーラシア大陸を東遷して道筋は これらの条件が満たされ

ねばならず、砂漠地帯をオアシスを縫って続くシルクロードの北側、草原の道と呼ばれるコーカサス山

脈の山際を縫う。 これが鉄の道「アイアンロード」である。 

通商路・交易路の立地とは おのずから異なるのである。 

◎ 質の異なる鉄を吹き分ける  ヒッタイトが人工鉄を作り出した時代とユーラシア大陸東遷 

人工鉄が生まれたヒッタイトの時代にはまだ、安定した高温度を長時間維持することができず、小野津

から、塊錬鉄法による製鉄技術で、人工鉄の製造が始まった。見つかる鋼塊も鉄スラグも小さなもので

あった。 

ヒッタイト時代の製鉄炉そのものについて見たことはないが、粘土板に記述された記録や出土している

鉄滓や鋼塊・焼土面そして次の時代に周辺から出土した製鉄炉などから塊錬鉄法と見られる。 

それが、その後も踏襲されつつ 技術が更に磨かれ、ユーラシア大陸を西から東へ東遷する。  

各地で出土する製鉄遺跡並びに製鉄炉遺構と出土する鉄滓や製鉄関連遺物物を照らし合わせることで、

製鉄技術伝播の様相が見え、ユーラシア大陸を東遷するアイアンロードが見えてくる。 

 



◎ 中国へ伝播した製鉄技術 漢代に溶融銑鉄を強靭な鋼に変える.沙鋼法の発明 

漢の時代 中国は大型羽口・フイゴによる高温溶融法で大量量産する技術を確立し、広く鉄器文化が花

開いていった。しかし 大量の鉄製武器を持ちながらも、脆い鉄製。匈奴の強靭な鋼製の武器にことご

とく打ち破られてきた。しかし、その後漢は脆い鋳物銑鉄を強靭な鋼に変える沙鋼法を編み出し、対抗

することができるようになる。脆い鋳銑鉄を強靭な鋼を作る二次精錬の誕生沙鋼法の発明である。 

高温にした簡単な沙鋼炉に銑鉄素材を置き、大量の酸素を吹き込むことにより、 

鋳鉄素材を脱炭して強靭化する。 間接法の源流である。 

この間接法は中国全体に広がり、朝鮮半島へと広がってゆく。 

中国は強靭な鋼製の大型武器・大型農工具の開発でその後、ますます国土を豊かにし、巨大化する。 

そして、この中国の製鉄技術が周辺に伝播し、朝鮮半島にも到達し、東アジアの主力の製鉄技術となる。 

◎ ユーラシア大陸を東遷したアイアンロードと日本のたたら製鉄との関係 

日本でたたら製鉄が誕生した5世紀後半 朝鮮半島・中国など大陸周辺諸国は大型炉高温操業による溶

融法が主力で、塊錬鉄法はほとんどどこにも残っていない。  

わずかに4世紀 朝鮮半島の石帳里遺跡などに補助的製鉄法として残っているのみであった。 

この僅かな痕跡が日本に伝播したのか? もしくはユーラシア大陸の北の草原地帯を東遷する「アイアン

ロード」が中国を迂回して、ほそぼそと北側から日本へ渡ったのか? 

現状まだはっきりした道はわからない。北朝鮮の最近の情報が皆目ないのでよくわからないのである。 

何れにせよ「アイアンロード」をたどってきた塊錬鉄法が日本に伝播し、製鉄原料として砂鉄原料に出

会い、日本の製鉄法の主力製鉄法として育っていった。 

微粒の砂鉄原料では大型風力では原料が巻き上げられ、反応帯を維持できないことでの対応ともいえる。 

日本独自の製鉄法と言われるゆえんである。 

 



ご参考に 【和鉄の道 たたら製鉄 概要 pdf file】 

     https://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/index.htm より 

2. 製鉄法概説 たたら製鉄 日本の独自製鉄法 抜粋 

https://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/tatara02.pdf  

  

  

 

https://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/index.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/tatara02.pdf


4. 製鉄炉の構造について 

今回のNHK特集「アイアンロード」の市長で製鉄炉の技術が殆ど触れられておらず、製鉄技術がよく

わからなかったとの感想が多々ありました。 

すでに前記した如く塊錬鉄法で鉄を作る場合 できた鉄塊は製鉄炉の底に溜まるので、操業が終わるご

とに製鉄炉を壊して、できた鋼塊を取り出す。製鉄炉本体はばらばらに破壊されてしまう。 

一方 溶融法の製鉄炉は溶銑が製鉄炉の底から外へ排出されるので、製鉄炉が完全破壊する必要がなく

製鉄炉遺構が残っている。。 

製鉄遺跡では 製鉄炉があった床面が焼土となつて変色して見え、その周辺に炉壁や羽口など製鉄炉の

痕跡。鉄スラグや炭など副原料 細かく砕かれた鉄鉱石原料そして工具や一部鉄塊も散在。 

また、焼土面を掘ることで製鉄炉の底部の痕跡が見えてくる。 

これらをもとに製鉄炉 製鉄遺構を考えるとともに、最近は実験考古学と呼ばれる推定した製鉄炉を復

元して、実際に操業して実証することも行われている。 

 

5. 追加 書き残した重要なこと 

 

 

◎【塊錬鉄製鉄法の製鉄炉概略】 

古代通風炉による古代製鉄法復元実験について 1978「鉄と鋼」NO.3 p497より 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tetsutohagane1955/64/3/64_3_497/_pdf 

製鉄炉の構造概略の図に 自然通風実験炉で寸法が入っている図を見つけましたので、それを使わせて

いただきました。この図では各部位概略を次ページに示します。。  

資料読み返していて、鉄の特性で書き残した重要な事がある。 

金属の中で 鉄のみが酸化して出来た鉄酸化物サビの融点が金属鉄より低い 

よく街の鉄工所などでガスを使って鉄板を切断する様子。溶けたスラグ（酸化物）の火花を 

撒き散らしながら、鉄板の切断（溶断）ができる。  

他の金属では酸化物の溶ける温度が地の金属よりも高いため、溶断ができないのである。 

 

古代の製鉄法て゛空気を送り込みながら温度を上げてゆくと、 

製鉄原料の表面の鉄部分が溶けて、この溶けたスラグ部分に原料の岩石部分や不純物が一緒に 

なって排出される。 

製鉄原料全体を高温で溶かさなくても不純物が流れ出し、排出され、金属部（鉄）のみが残る。。 

従って、鉄が溶ける高温にまで温度が上がらなくても、製鉄原料を積み重ね、昇温しながら空 

気を送るとこの過程で製鉄原料の不純物がスラグと一緒に流れ去り、残った鉄部分が相互に集 

まってきて、鉄塊ができる。  

古代製鉄で高温を保持出来ぬ時代に 鉄を取り出す、塊錬鉄法が生まれたゆえんである。 

しかし 取り出した鉄塊は隙間や不純物だらけ、なので、それを繰り返し鍛錬して、 

不純物を外に叩き出す塊錬鉄製鉄法の誕生です。 

 

この「鉄のみが酸化して出来た鉄酸化物サビの融点が金属鉄より低い」という性質は色いろな所 

で顔を出す重要な性質。  

この製鉄を最大限利用したのが、塊錬鉄製鉄法・日本の古代たたら製鉄法です。 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tetsutohagane1955/64/3/64_3_497/_pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炉床面はほぼ直径300mm  炉の高さ 約1400mm 通風孔は径 60mm,円筒羽口を使用せず 

直接炉壁に開孔し,常用として1個を北側に予備用をその反対の南側におく. 

炉底地下に,防湿のため,木炭小塊層(下部)と木炭灰,焼粘土の混合層(上部)をつめた鉄箱を埋設 

炉壁温度計測から 1000℃以上になっている反応帯が約400mm程度確保されている 

ようだ。 

この反応帯が極めて重要で この過程を通過される間に原料鉱石に細かく分布している酸化鉄 

が順次還元され、鉄になって、更に下へ落ちてゆき、炉の底に大きな鉄塊となる。 

 

◎ 和鉄の道 【7】口絵 2007  by Mutsu Nakanishi より 

◎ たたら炉の 製作過程 古代のたたら炉の製作過程  

               ◎ 古代製鉄炉の変遷  たたら炉の大きさと構造の変遷  

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron00.pdf 

 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron00.pdf


 ◎ ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道「アイアンロード」で見つかった製鉄炉 

鉄の起源・鉄の伝播探求  Review 2015    2016.1.7. .  

ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road  

愛媛大古代鉄研究所「鉄の起源・伝播 ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」報告会 

聴講記録まとめ 2015 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015photo.pdf 

 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015photo.pdf


 

BC3世紀～AD1世紀 モンゴルの遊牧の民「匈奴」が製鉄技術を持っていた 

第 6回国際シンポジュウム「鉄と匈奴 遊牧国家像のパラダイムシフト」概要抜粋 

≪匈奴の製鉄炉跡 ホスティング・ボラグ遺跡の発掘≫ 愛媛大 笹田朋孝氏ほか講演より 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo01.htm#3.
https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm


 
◎参考 西から東へ 鉄の起源・鉄のユーラシア大陸東遷の道  

《聴講を中心とした愛媛大学東アジア古代鉄文化センター国際シンポジューム関連掲載記事リスト》 

 Iron Road ・和鉄の道:記事掲載by Mutsu NMakanishi2019..3.25. 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/iron15/1904tetsunokigenehime.pdf 

 

 

わたしの恩師 田村今男先生は 鉄鋼は柔軟にして しかも時に応じてその態をかえる 

カチンカチンノパリンパリンから ニュニュ～と 

それが なんともいえん ええとこや ! !  と 

  

ちょっとくどくなりました。 お許し下さい。 

   仲間のNHK特集「アイアンロード」メールに返事として          

      2020.1.15.  by Mutsu Nakanishi 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/iron15/1904tetsunokigenehime.pdf


  Iron Road ・和鉄の道: 記事掲載 by Mutsu NMakanishi    2019..3. 25.   

《 聴講を中心とした愛媛大学東アジア古代鉄文化センター国際シンポジューム関連掲載記事リスト 》 

  

「人工鉄・製鉄技術の起源 & 西ユーラシア大陸を結ぶ《Metal Road & Iron Road》を探る」 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron04.pdf 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron04.pdf


愛媛大学 東アジア古代鉄文化センターのシンポジューム聴講を中心に 

人工鉄・製鉄技術の起源を探る関連掲載記事リスト  2019.3月 

 和鉄の道・Iron   by Mutsu Nakanishi  

 

  1.  愛媛大学 東アジア古代鉄文化センター国際シンポジューム 2007.10.27 

「鉄の起源を求めて」資料  「中国西南地域から古代東アジアの歴史 たたらの源流を考える」   

ヒッタイト・ツタンカーメンの鉄そして四川をつなぐ西南シルクロードがたたらの源流???  

「中国西南地域の鉄から古代東アジアの歴史を探る 鉄の起源を求めて」に参加して 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron02.pdf 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0802road.htm 

 
 

2. 愛媛大学東アジア古代鉄文化センター 国際シンポジュウム 2008.12.15.     

｢鉄｣が巨大 帝国を作り上げ、大きな社会変革を成し遂げ た｣ そんな｢鉄・鉄技術｣とは何か?  

｢鉄 と帝国の歴史｣聴講概要  ヒッタイトの鉄がペールを脱ぎ始めた 

   
ヒッタイトの故地アナトリア半島の鉄の起源を探るタイムカプセル「カマン・カレホユック遺跡」 

10000年もの人の痕跡が整然と積 層して遺丘として残っている。  

このタイムカプセルの地層を一つ一つ 丹念にはがし、すでに人工鉄の起源はBC20世紀以前に遡れ、 

鉄の起源に迫ってゆけると聞いた。 

 https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0812ehime00.htm 

  https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/2008iron/8iron12.pdf 

 

3. 愛媛大学東アジア古代鉄文化センター 国際シンポジュウム 2009.11.28. 

  たたら製鉄の歴史と技術 聴講概要 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009iron/9iron14.pdf 

   

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0802road.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0812ehime00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/2008iron/8iron12.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009iron/9iron14.pdf


4. 参考資料「ヒッタイトの鉄の謎に挑む」  2010.8.7 .朝日新聞朝刊に掲載された記事 

大村幸弘氏など日本人研究者によって 発掘調査が進む「ヒッタイトの鉄」の現地ルポの記事 

ヒッタイトの鉄が ヒッタイト帝国出現以前のどこまでさかのぼれるか 興味津々。 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron09.pdf 

 

 5.【インターネットサーフィン】  

    ナイル川中流域 古代スーダンの製鉄遺跡 世界遺産 鉄の都メロエ遺跡 2012.1.5. 

   紀元前6世紀から紀元後4世紀 ナイル川中流域に繁栄した黒人の王国メロエ=クシュ王国の中心都市 

    エメロの王都やピラミッド群の周辺には大量の鉄滓の山がいたるところにあり、アッシリアから導入した 

製鉄技術が高度に発達し、鉄の王都といわれた。  

https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/2012iron/12iron01.pdf 

 

 

6. 愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センターアジア歴史講演会  2013.1.26  

新井宏氏 講演「考古学における新年代論の諸問題」聴講整録  

 「考古学における新年代論の諸問題」資料図抜粋によるC14年代計測法の現状整理  .  

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron03.pdf 

  

 

7. 愛媛大学東アジア古代鉄研究所  第６回国際シンポジュウム  2013.11.9. 

「鉄と匈奴  遊牧国家像のパラダイムシフト」聴講記録  

    東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》探求  

     BC3世紀～AD1世紀 モンゴルの遊牧の民「匈奴」が独自の製鉄技術を持っていた  

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron13.pdf 

    

https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron09.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/2012iron/12iron01.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron03.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron13.pdf


8. 「鉄の話あれこれ」金属にも「水」と「油」がある「銅」と「鉄」の二相分離   2014.8.1. 

    「トルコカマンホュック遺跡から出土した世界最古の鉄滓・小鉄塊(ヒッタイト以前の 

青銅器時代)は含鉄銅鉱石の鉱滓から抽出したものでないか?」との説を聞いて 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf 

 

 9. 愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センターアジア歴史講演会  2015.2.14  

青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」 

「鉄の起源の探究」成果報告 聴講まとめ 

   https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm 

     https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron04.pdf  

 

 

 10.「鉄」と「銅製錬」&「鋳銑鉄くず」の出会いから 鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える  

2015,年3月 大阪九州大学宮本一夫氏「壱岐カラカミ遺跡から出土した製鉄炉」についての講演  

            魏志倭人伝の時代の他に類例のない特徴を持つ壱岐カラカミ遺跡出土の地上炉  

       「くず銑鉄を第三の製鉄原料として鉄素材を作った製鉄炉?」たたら製鉄の起源にせまるのか?   

https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1504feroots00.htm 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron06.pdf 

    

 

 11. 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム  大阪 2015. 12 .6. 

「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」聴講記録  

 

     https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron18.pdf 

 

 12. 【スライド動画】鉄の起源・鉄の伝播探求 Review 2015   2016. 1 .7. 

≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫ 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015web.pdf 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron04.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1504feroots00.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron06.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron18.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015web.pdf


 13.  大阪弥生文化博物館 2016年春 特別展 第1回考古学セミナー   2016.4.30. 

 「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」村上恭通教授講演聴講メモ  

      愛媛大村上恭通教授講演スライド集抜粋整理 & 図録整理 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron06.pdf 

 

 

 14.  愛媛大学 東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム.  

「文明と金属器 - 普及とその過程 -」聴講記録   2017.11.25 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017iron/17iron10.pdf 

  

 

 

15.  2019.3.25. 朝日新聞1面トップニュース & 朝日新聞Digital 掲載記事 

製鉄起源 新たな説 鉄の歴史に一石  

ヒッタイト起源に異説か 通説「ヒッタイトの地」から最古の鉄遺物 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron03.pdf 

  

カマン・カレホユック遺跡で見つかった世界最古級の製鉄関連の遺物。 

酸化鉄を多く含む分銅形をした塊が大規模な焼土層の直上から出土した 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron06.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017iron/17iron10.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019iron/19iron03.pdf


******************************************************************************** 

 

 ◎   〔たたら製鉄概説〕 - 風来坊 和鉄の道を訪ねて - ] 2011.3.. 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron01.pdf       

    

 

 ◎ 人工鉄の起源とユ-ラシア大陸における鉄の発展史  2015.12.6. 

 愛媛大学古代鉄研究センター研究成果 聴講まとめ  

ユーラシア大陸の東から西へ 「鉄」東遷の道 ユーラシア大陸の Iron Road 

https://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/Asian%20Metal%20Road.pdf 

 

 

◎【スライド動画】鉄の起源・鉄の伝播探求 Review 2015   2016. 1 .7. 

≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫ 

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015web.pdf 

******************************************************************************** 

たたら製鉄や日本の鉄の歴史など古代鉄研究のナショナルセンターとして、この10年輝かしい成果を上げてき

た愛媛大学東アジア古代鉄研究センターが、この4月から、さらなる発展を目指して「アジア古代産業考古学研

究センター」へと継承改組される。 「鉄」の名前が舞えるのは残念ですが、引き続き古代鉄のナショナルセン

ターとして、この10年培ってこられたユーラシア大陸諸国との連携・交流を一層深め、産業考古学・古代鉄の

分野にこだわらず、さらに活躍されることを期待する。 

また、今回作成した私の和鉄の道・ton Roadに掲載してきた「愛媛大学 東アジア古代鉄文化センターのシン

ポジューム聴講を中心に人工鉄・製鉄技術の起源を探る関連掲載記事リスト」は愛媛大学東アジア古代鉄

研究センターの 10 年の成果そのものの記録。聴講させていただき、また和鉄の道・Iron Road に掲

載をさせていただいたことに深く感謝します。     2019.3.25. Mutsu Nakanishi   

https://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron01.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/Asian%20Metal%20Road.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm
https://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad2015web.pdf


 

 

 

 

                   【 内     容 】 

1. 縄文人と弥生人の共生に思いを馳せて 

縄文の祭りの象徴 石棒と土偶が出土 強く感銘をうけた伊丹市の弥生前期の口酒井遺跡 

2. 縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡玉津田中遺跡  

縄文人と弥生人が共生の痕跡を示す遺物の出土概要 

  添付 玉津田中遺跡現地説明会資料 2020.1.26. （公財）兵庫県まちづくり技術センター 

3. 縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡     2020.2.1.  

神戸市西区 玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる 

 

2020.1.22. 久しぶりの関西からの縄文ニュース 

西神戸弥生の大集落 玉津田中遺跡で、縄文人と弥生人の共生を示す痕跡の証拠 縄文を示す土偶・ 

石棒・石包丁そして弥生の土器が同じ弥生の地層から出土したという。 

出土した土偶は表情が縄文の土偶の特徴とは少し異なる顔 ノッペラボウのスッキリした形。 

弥生の人達が作ったのだろう。それもよく知る近くの西神戸玉津田中遺跡からの出土です。 

縄文人と弥生人が同じ集落で共生していた玉津田中遺跡がにわかにクローズアップされた。 

「心優しき縄文人 縄文帰りの勧め」を口にする私にとっては  

久しぶりの関西での縄文の報道にうれしく、 

現地説明会1週間後の2月1日 西神戸の玉津田中遺跡を訪ねました。 

 

縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡     2020.2.1.  

神戸市西区 玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる 

中西睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



 

【整理転載 &  参考資料】  

 

 1. 玉津田中遺跡 現地説明会資料 2020.1.26. （公財）兵庫県まちづくり技術センター 

 2.  神戸市教育委員会 記者発表資料 2020.1.21. 

   玉津田中遺跡（神戸市西区平野町）の発掘調査成果と現地説明会 

       http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf 

  3. ニュ-ス「玉津田中遺跡 現地説明会」 SunTV・神戸新聞Nextほか  

【和鉄の道・Iron Road  :関連掲載記事】  

 

  1.  畿内と播磨の境  明石川・伊川流域    

      弥生の高地性集落「表山 遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群  

         https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf 

    2.  弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して     2006.12.5. 

         神戸市西端の丘陵地 明石川流域の玉津・伊川谷・櫨谷 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf 

     3.  水田稲作・弥生の始まり・縄文と弥生の融合を示す  

         大阪湾沿岸の弥生集落 田能・口酒井遺跡を訪ねる 2012.12.21.  

        https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf 

  4.  心優しき縄文人 縄文帰りの勧め  2014.6.1. 

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf 

 

  

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf


1. 縄文人と弥生人の共生小思いを馳せて 

弥生の土器とともに縄文の祭りの象徴 石棒と土偶が出土 

強く感銘をうけた弥生前期の集落遺跡 伊丹市の口酒井遺跡のこと  

 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf 

今回 ニュースを聞いて、一番に頭に浮かんだのは、和鉄の道・たたら探求のホームページをはじめ、

日本人のルーツや縄文や弥生の暮らしに興味を持った10数年前に出会った伊丹市の弥生前期の集落 

口酒井遺跡のこと。 

和鉄の道・鉄の探求walkをスタートし、各地の遺跡に通い出した頃、「弥生は戦さ 縄文は平和な時

代」と教えてもらい、「鉄と戦さの関わり」にも興味があり、調べた時に出会った遺跡です。 

弥生の土器とともに縄文の祭りの象徴 石棒と土偶が出土し、研究者たちが縄文人と弥生人が共生し

たと考え初めた最初の遺跡。口酒井の弥生人と縄文人はお互い戦わずに共生していたと。 

縄文から弥生へ移る時代の中で 縄文/弥生の人種間の大きな戦はなかったのだと。 

でも、当時 弥生の時代といえば 渡来人を中心とした農耕稲作の時代。 

阪神間や大阪平野には弥生の大集落田能遺跡など数多くの弥生の集落が存在し、また、大阪平野には

殺傷痕跡を持つ人骨がいくつも出土し、周辺の高地には戦の備え高地性集落が数多く出現した。 

西神戸でも丘陵地には弥生の高地性集落、平野部には殺傷痕がある人骨が数多く出土する。 

この玉津田中遺跡のすぐ近くの新方遺跡からも殺傷根がある人骨が出土している。 

口酒井遺跡の評価はそんな遺跡群の中に埋没してしまい、一般人では殆ど知られぬ遺跡。 

でも、わたしには 今も忘れられぬ遺跡です。 

それか10数年 縄文が教科書からも消え、縄文がさらにないがしろにされる今  

また、縄文人と弥生人が同じ集落で共生していた玉津田中遺跡がクローズアップされた。 

「心優しき縄文人 縄文帰りの勧め」を口にする私にとっては久しぶりの関西での縄文の報道にうれ

しく、もっと縄文を知ってほしいと。 

現地説明会には行けませんでしたが、1週間後の2月1日 思い立ってすぐ、西神戸の玉津田中遺

跡の発掘現場の玉津田中遺跡171号地点を訪ねました。 

【和鉄の道・Iron Road  :関連掲載記事】  

  1.  畿内と播磨の境  明石川・伊川流域    

      弥生の高地性集落「表山 遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群  

         https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf 

    2.  弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して  2006.12.5. 

         神戸市西端の丘陵地 明石川流域の玉津・伊川谷・櫨谷 

    https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf 

     3.  水田稲作・弥生の始まり・縄文と弥生の融合を示す  

         大阪湾沿岸の弥生集落 田能・口酒井遺跡を訪ねる 2012.12.21.  

        https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf 

  4.  心優しき縄文人 縄文帰りの勧め  2014.6.1. 

      https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf 

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf
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2. 報道概要  縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡玉津田中遺跡 

 

兵庫県教育委員会は２２日、神戸市西区平野町の 

玉津田中遺跡で弥生時代前期の集落跡から土偶

と石棒が見つかったと発表した。 

土偶と石棒は縄文時代の祭りなどで使われたと 

される。県内で、同じ弥生時代の遺跡から両方が 

出土したのは４例目。専門家は「縄文から弥生へ、

時代がどう移り変わったのかを知る上で貴重な

史料だ」としている。 

同遺跡は弥生、鎌倉時代の集落遺跡で約１・５平

方キロメートル。第二神明道路バイパス建設工事に伴い、２０１９年５月から調査していた。 

西側にある弥生前期（約２３００年前）の集落跡から土偶の頭部（長さ約７センチ、最大幅約６セ

ンチ）と石棒（長さ約４６センチ、最大幅約５・３センチ）が各１点、ほぼ完全な形で発見された。 

土偶の首は円柱形をしており、顔が平らで目が細く、鼻も小さい。 

目鼻立ちがくっきりして彫りが深いとされる縄文人に比べ、のっぺりとした弥生人の特徴を示す。

弥生の土偶で整った形のものは珍しいという。 

 



◎ 兵庫県教育委員会記者発表 2020.1.22. より整理 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf


 

添付 玉津田中遺跡現地説明会資料 2020.1.26. （公財）兵庫県まちづくり技術センター
　　　次のRCIGに添付しています
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3. 縄文人と弥生人が共生の痕跡が出土した 弥生の大集落遺跡     2020.2.1.  

神戸市西区 玉津田中遺跡の発掘現場 171号地点を訪ねる 

 

 

神戸西区玉津は神戸の一番西の端 南の明石や東の伊川谷から行くのですが、今回土偶などが出土した

地点は第二神明バイパス予定地で玉津田中遺跡の北端 玉津の北側の街平野の下村集落。原チャリで行

かないとすると・・・・・バス?  西神ニュータウンの丘を巡回バスに乗り、ニュータウンの南端春日

台で下車すれば、その丘の南端が第二神明バイパス予定地。坂道を少し下れば、175号線平野町下村

の交差点。バスの便もよく、これだと毎日のwalkでゆける。 早く行かないと発掘された遺構が埋め

戻されてしまうと、2月1日快晴の絶好のwalking日和。現説の開かれた発掘調査地 171号地点へ。 
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　「水田稲作の始まり縄文と弥生の融合を示す田能・口酒井遺跡を訪ねる」
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